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 多 面 的 機 能 支 払 の メ ー ル マ ガ ジ ン 第 ２ 号 を お 届 け し ま す 。  

 今 回 は 、 会 員 の 皆 様 か ら の リ ク エ ス ト に よ り 、 活 動 組 織 等 か ら の 活 動 紹 介 は

「 鳥 獣 害 対 策 」 と 「 運 営 上 の 工 夫 」 を テ ー マ に お 届 け し ま す 。  

 ま た 、 研 究 機 関 の 協 力 を 得 て 、 カ バ ー プ ラ ン ツ な ど の 最 新 技 術 に 関 す る 記 事

を 取 り 上 げ て い ま す 。  

 

 

＝ ＝ ＝ 第 ２ 号 の 目 次 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝  

１ ． 活 動 組 織 等 か ら の 活 動 紹 介  

（ １ ） 蟹 沢 （ か に ざ わ ）・ 長 浜 環 境 保 全 協 議 会 （ 福 島 県 ）  

（ ２ ） 小 束 野 （ こ そ く の ） 農 地 ・ 水 協 議 会 （ 兵 庫 県 ）  

２ ． 農 研 機 構 か ら の 技 術 紹 介  

３ ． 農 村 振 興 局 公 式 Faceb o o k 開 設 の お 知 ら せ  

４ ． JAR US よ り イ ベ ン ト 開 催 の お 知 ら せ  

（ 編 集 後 記 ）  

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝  

 

 

■ １ ．活 動 組 織 等 か ら の 活 動 紹 介 ■ ---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

☆ 蟹 沢 （ か に ざ わ ）・ 長 浜 環 境 保 全 協 議 会 （ 福 島 県 ） ☆  

蟹 沢 ・ 長 浜 環 境 保 全 協 議 会 は 、 福 島 県 猪 苗 代 （ い な わ し ろ ） 町 に あ る 猪 苗 代

湖 の 湖 畔 で 活 動 を 行 っ て い る 組 織 で す 。  

活 動 地 域 で は 、 こ れ ま で 鳥 獣 被 害 が 大 き か っ た た め 、 平 成 ２ ６ 年 度 の 多 面 的

機 能 支 払 へ の 切 り 替 え に あ わ せ 、 鳥 獣 害 防 止 に 取 り 組 む こ と に し ま し た 。  

ク マ 、 シ カ 、 イ ノ シ シ な ど に 対 し て 、 防 獣 ネ ッ ト な ど の 対 策 は 行 っ て い ま し

た が 、 多 く の 経 費 を か け ら れ な い こ と か ら 、 侵 入 経 路 に な る た め 池 付 近 の 水 路

や 農 道 、 防 風 保 安 林 の 草 刈 り を 行 い 、 見 通 し を 良 く す る こ と で 、 侵 入 の 防 止 に

取 り 組 み ま し た 。  

ま た 、 被 害 軽 減 の た め 、 動 物 の 習 性 な ど の 勉 強 会 を 行 い 、 地 域 で の 申 し 合 わ

せ 事 項 を 決 め た ほ か 、 電 気 柵 を 試 験 的 に 設 置 し 、 そ の 効 果 を 確 認 し て い ま す 。  
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 こ れ ら の 取 組 や 有 害 鳥 獣 の 駆 除 な ど に よ り 、 平 成 ２ ７ 年 は 獣 害 が な か っ た こ

と か ら 、 今 後 も 継 続 し て こ れ ら の 活 動 を 行 い 、 効 果 を 上 げ る た め に 頑 張 っ て い

き ま す 。  

【 蟹 沢 ・ 長 浜 環 境 保 全 協 議 会  庶 務  渡 部 権 一 】  

 

☆ 小 束 野 （ こ そ く の ） 農 地 ・ 水 協 議 会 （ 兵 庫 県 ） ☆  

 「 ム ラ 活 女 子 、 奮 闘 す ！ 」  

 今 回 は 兵 庫 県 神 戸 市 で 活 動 す る 小 束 野 農 地 ・ 水 協 議 会 を 紹 介 し ま す 。  

こ の 組 織 は 、 平 成 ２ ４ 年 度 か ら 活 動 を 開 始 し 、 小 束 野 土 地 改 良 区 等 と 一 体 と

な っ て 、 集 落 の ６ ０ ． ５ ha の 農 地 ・ 農 道 ・ 水 路 と ７ 箇 所 の た め 池 を 守 る 活 動 を

実 施 し て い ま す 。  

書 記 の 松 井 尚 子 さ ん は 、 集 落 の 皆 さ ん に 活 動 を 理 解 し て 頂 く た め 、 土 地 改 良

区 の 広 報 誌 を 積 極 的 に 活 用 し て 、 写 真 や イ ラ ス ト を ふ ん だ ん に 使 っ て 、 活 動 組

織 で 行 っ た ク リ ー ン 作 戦 や 長 寿 命 化 の 工 事 状 況 等 の 活 動 を 紹 介 し て い ま す 。  

ま た 、 生 態 系 保 全 の 一 環 で た め 池 の 堰 堤 に 自 生 す る ユ ウ ス ゲ （ ユ リ 科 ） を 守

る 活 動 を 行 っ て 、 KOBE 環 境 大 学 と の コ ラ ボ で 観 察 会 も 開 催 し ま し た 。  

ま た 、 な か な か 女 性 の 意 見 が 通 り に く い ム ラ （ 農 村 ） の 仕 組 み の 中 で 、 多 面

的 機 能 支 払 の 活 動 に 参 加 し 、 女 性 な ら で は の 意 見 を し っ か り 言 う こ と で 、 少 し

ず つ 理 解 を 得 て 、堰 堤 の 法 長（ の り な が ）が ２ m 程 あ る 畦 畔 に 安 全 設 備 を 設 置 す

る こ と も で き ま し た 。  

さ ら に 、 県 で 開 催 し て い る フ ォ ー ラ ム 等 に は 、 必 ず 、 構 成 員 の 方 に 夫 婦 で の

参 加 を 呼 び か け る こ と で 、 女 性 参 加 の 輪 を 広 げ る 努 力 を し て い ま す 。  

多 面 的 機 能 支 払 の 活 動 を 通 し て 、 活 き 活 き と し た ム ラ （ 農 村 ） 作 り に 貢 献 す

る 女 性 、「 ム ラ 活 女 子 」の 奮 闘 が 、 ム ラ を 元 気 付 け 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 活 発

に す る き っ か け に な っ て い ま す 。  

【 近 畿 農 政 局 農 地 整 備 課  黒 田 尚 治 】  

 

 

■ ２ ．農 研 機 構 か ら の 技 術 紹 介 ■ ---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 「 二 重 ネ ッ ト 工 法 を 用 い た 畦 畔 法 面 に お け る シ バ （ Zoys i a  j a p o n i c a） の 植 栽

技 術 」  

斜 度 ３ ０ ﾟか ら ４ ５ ﾟの 急 傾 斜 の 法 面 に お い て も 、 維 持 管 理 し や す い 芝 生 畦 畔

を 容 易 に 造 成 で き る 技 術 、「 シ バ 二 重 ネ ッ ト 工 法 」を 紹 介 し ま す 。作 業 能 率 は 従

来 の 植 栽 方 法 に 比 べ て 、極 め て 高 く 、５ 名 程 度 の 作 業 員 で シ バ を 植 栽 で き ま す 。  

予 め 、生 え て い る 草（ 前 植 生 ）を 処 理 し た と こ ろ に 床 土（ と こ つ ち ）を 入 れ 、

木 綿 の ネ ッ ト に シ バ 苗 を 挟 ん だ ロ ー ル を 法 面 で 展 開 し 、 上 か ら 目 土 を か け て 植

栽 は 完 了 で す 。 西 日 本 で は 通 常 の 雑 草 畦 畔 で は 年 ４ ～ ５ 回 の 草 刈 り が 必 要 で す

が 、芝 生 畦 畔 で は 夏 期 の 草 刈 り 削 減 を は じ め 、  年 ３ 回 程 度 の 草 刈 り に な り 、各

回 の 草 刈 り 作 業 も 少 な く な り ま す 。 雨 水 潅 水 （ か ん す い ） の た め 、 施 工 時 期 は

６ 月 の 梅 雨 期 と な り ま す 。 今 年 の 秋 か ら 前 植 生 の 処 理 を は じ め る と 、 来 年 ６ 月
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に は 、 シ バ 二 重 ネ ッ ト 工 法 に よ る シ バ の 植 栽 が 可 能 と な り ま す 。 な お 、 芝 生 畦

畔 の 完 成 ま で は ２ 年 か ら ３ 年 を 要 し ま す 。 シ バ 二 重 ネ ッ ト 工 法 で 芝 生 畦 畔 へ の

植 生 転 換 が 進 む と 、 畦 畔 管 理 費 が 削 減 さ れ る と 共 に 、 農 村 に 芝 生 に よ る 美 し い

景 観 が 成 立 し ま す 。   

 

 農 林 水 産 省 「 最 新 農 業 技 術 ・ 品 種 2016」  

 →  ht t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / k a n b o / k i h y o 0 3 / g i t y o / n e w _ t e c h _ c u l t i v a r / 2 0 1

6 . h t m l  

 

 導 入 時 の ご 相 談 先 、 よ り 詳 し い マ ニ ュ ア ル  

 →  ht t p : / / w w w . n a r o . a f f r c . g o . j p / p u b l i c i t y _ r e p o r t / p u b l i c a t i o n / l a b o r a t o

r y / w a r c / 0 5 9 3 2 2 . h t m l  

【 農 研 機 構 西 日 本 農 業 研 究 セ ン タ ー  水 田 作 研 究 領 域  伏 見 】  

 

 

■ ３ ．農 村 振 興 局 Face b o o k 開 設 の お 知 ら せ ----- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 「 農 村 振 興 局 公 式 Faceb o o k を 開 設 し ま し た ！ 」  

 農 林 水 産 省 農 村 振 興 局 で は 、平 成 ２ ８ 年 ７ 月 ２ ２ 日（ 金 ）、農 林 水 産 省 公 式 SNS

と し て 、農 村 振 興 局 Faceb o o k を 開 設 し ま し た 。今 後 、農 村 振 興 局 関 連 の 施 策 紹

介 に 加 え 、 農 村 振 興 に 向 け た 全 国 各 地 の 取 組 事 例 や 各 地 域 の イ ベ ン ト 情 報 等 、

様 々 な 情 報 を 幅 広 く 発 信 し て い ま す 。  

 ８ 月 ５ 日 （ 金 ） に は 、 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 に 取 り 組 ん で い る 、 愛 知 県 安 城

市 の 榎 前 （ え の き ま え ） 環 境 保 全 会 の 活 動 を 紹 介 し ま し た 。 写 真 を 交 え な が ら

様 々 な 活 動 を 紹 介 し て い ま す の で 、 Face b o o k を 利 用 さ れ て い る 方 は 、 是 非 ご 覧

く だ さ い 。  

 

 農 村 振 興 局 Faceb o o k ペ ー ジ  

 →  ht t p : / / w w w . m a f f . g o . j p / j / p r e s s / n o u s i n / n o u s e i / 1 6 0 7 2 1 . h t m l  

【 農 林 水 産 省 農 地 資 源 課  鈴 木 】  

 

 

■ ４ ．JAR US よ り イ ベ ン ト 開 催 の お 知 ら せ ---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

一 般 社 団 法 人  地 域 環 境 資 源 セ ン タ ー（ JARU S）か ら 、イ ベ ン ト 開 催 の お 知 ら

せ で す 。  

「 平 成 ２ ８ 年 度  田 園 自 然 再 生 活 動 の 集 い 」  

田 園 の 自 然 は 、「 農 」 と の 関 わ り の 中 で 育 ま れ 、 守 ら れ て き ま し た 。   

地 域 の 人 々 が 一 体 と な っ て 取 り 組 ん で い る 「 田 園 自 然 再 生 活 動 」 に よ っ て 育  

ま れ て き た 自 然 、 文 化 、 そ し て 地 域 社 会 が よ り 良 い も の に な る よ う 、 本 イ ベ ン

ト で 考 え ま す 。   

今 回 は  ～ 田 園 自 然 再 生 活 動  そ れ は 自 然 と 人 の 営 み と の 関 わ り ～  を テ ー
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マ に 、 人 が 関 わ る 再 生 活 動 を 改 め て 見 つ め 直 し 、 相 互 に 交 流 を 深 め 、 活 動 の 継

続 、 充 実 や 拡 大 を 図 る こ と を 目 指 し ま す 。  

日  時 ： 平 成 ２ ８ 年 １ ２ 月 ５ 日 （ 月 ） １ ３ ： ０ ０ ～   

会  場 ： 東 京 ウ ィ メ ン ズ プ ラ ザ ホ ー ル  

（ 東 京 都 渋 谷 区 神 宮 前 ５ － ５ ３ － ６ ７ ）   

参 加 費 ： 無 料 （ １ ７ ： ０ ０ ～ の 交 流 会 費 は 別 途 ）   

定  員 ： １ ２ ０ 名 （ 先 着 順 ）   

申 込 み ： 詳 細 が 決 定 次 第 、 募 集 開 始 （ ９ 月 上 旬 予 定 ）  

お 問 合 わ せ ：（ TEL） ０ ３ － ５ ４ ２ ５ ― ２ ４ ６ １  

（ FAX） ０ ３ － ３ ４ ３ ２ ― ０ ７ ４ ３  

 

イ ベ ン ト 詳 細  

→ htt p: / / w w w . a c r e s . o r . j p / A c r e s / d e n e n / H 2 8 / t s u d o i . h t m  

J A R U S の HP 

→ htt p : / / w w w . j a r u s . o r . j p /  

【（ 一 般 社 団 法 人 ） 地 域 環 境 資 源 セ ン タ ー  農 村 環 境 部 （ 担 当 ： 藤 田 ）】  

 

 

■ 編 集 後 記 ■ ---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

 オ リ ン ピ ッ ク で 日 本 選 手 団 が め ざ ま し い 活 躍 を み せ て い ま す 。 テ ニ ス の 久 方

ぶ り の メ ダ ル 獲 得 や 、 体 操 男 子 の ２ 大 会 連 続 団 体 優 勝 な ど 、 本 当 に お め で た い

出 来 事 が 盛 り だ く さ ん で す ね 。 私 は 、 夜 更 か し し て 、 テ レ ビ に か じ り つ き な が

ら オ リ ン ピ ッ ク 観 戦 が で き な く な っ た こ と で 、 社 会 人 に な っ た な ～ な ん て 感 じ

て い ま す 。  

ま だ ま だ 夏 真 っ 盛 り で 日 差 し が 強 い 日 が 続 き ま す が 、 く れ ぐ れ も 熱 中 症 に お

気 を つ け く だ さ い 。  

--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

◇ メ ー ル マ ガ ジ ン の 新 規 登 録 は 次 の サ イ ト か ら お 願 い し ま す ◇  

メ ー ル マ ガ ジ ン の 新 規 登 録 ・ 配 信 変 更 等 は こ ち ら か ら  

→ htt p: / / w w w . m a f f . g o . j p / j / p r / e - m a g /  

  ※ 既 に 本 省 及 び 農 政 局 等 で 発 行 し て い る メ ー ル マ ガ ジ ン に ご 登 録 さ れ て い

る 方 は 、 パ ス ワ ー ド の 発 行 が 必 要 で す 。  

 

メ ー ル マ ガ ジ ン に 関 す る ご 意 見 ・ ご 感 想 は こ ち ら か ら  

→ tam en _ m l @ m a f f . g o . j p  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

【 発 行 】  

〒 １ ０ ０ ― ８ ９ ５ ０  東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 １ ― ２ ― １  

農 林 水 産 省 農 村 振 興 局 整 備 部 農 地 資 源 課  

多 面 的 機 能 支 払 推 進 室 （ 担 当 ： 秋 山 ）  
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T E L： ０ ３ ― ３ ５ ０ ２ ― ８ １ １ １ （ 内 線 ５ ４ ９ ３ ）  

--- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
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